
1　学校として目指す授業

3　生徒の学力・学習状況等の課題

4　学校全体の授業改善の視点
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・作品制作において、

材料や技法の特徴を

生かす工夫や、自分で

考えたアイデアを取り

入れる姿勢をより伸長

させるため、作品の構

想を練る時間を確保

する。

・活動の中でICT機

器を活用し、自らの

課題を発見できるよ

うにする。また、改善

のための練習方法を

組み立てられるよう

な力を身につける。

・製作したものを実際の

生活で使用することによ

り、有用感を育て、他の

課題にも意欲的に取り

組めるようにする。

ICTを利用した製作方

法の示範により、作業の

能率化を図る。

・少人数授業の利点を

生かし、個別に指導する

時間をとることができて

いるが、文字表現力に

課題が見られる。そのた

め、帯活動等で自己表

現の時間を増やし、文字

に書き起こす時間を増

やす。

・少人数制授業の利点を生

かし、個に応じた指導を行い

学力を定着させていく。

・２年後のスピーキングテス

トでの「話す力」伸長のた

め、帯活動を活用し、単なる

インプットではなくアウトプッ

トの練習を行っていく。ス

ピーチ等の一方通行だけで

なく、インタラクションの機会

を意図的に設定する。

道徳

・一人一人が考え、自分の思

いを他者に伝えられるよう

に、ＩＣＴ機器を活用しながら

授業を展開する。ＩＣＴ機器

の活用については、音読機

能、アンケート機能（集計機

能）、ワークシートや資料の

デジタル提示、映像等で、

テーマをより把握しやすいよ

うにする。

・一年次の話し合い活

動を向上させる授業を

展開する。ＩＣＴ機能でア

プローチすることの継続

と、グループで活発な話

し合いが行えるよう、充

実した資料の提供と教

材研究（発問）の充実を

行う。

・一、二年次の授業で学

んだことを日常生活によ

り具現化できるように授

業を展開する。話し合い

活動（協働学習）におい

て「ジグソー形態」等を

活用しながら、多面的に

物事を見て・考え（判断

し）・行動できるようにす

る。

・体験的な活動をで

きるだけ多く設定し、

基礎的な知識を理解

しやすいように工夫

する。また、人との関

わり方についての考

えを深める。

・少人数制授業の利点

を生かし、個に応じた指

導を行い学力向上を図

ることができた。自分の

考えを伝える力を伸ばす

ために、考えや意見を発

表する機会を増やす。

国分寺市立第二中学校令和５年度　授業改善推進プラン　

１人１台の端末を活用した個別の学びと協働的な学びの一体的な充実

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（中学校３年生） （３）　その他の資料を活用した分析（２）東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析

美術 保健体育 技術・家庭 外国語

・学習目標と照らし合わ

せ、自己の学習を見直す

ことで学びに向かう力を

身に付けさせる。

・身に付けた知識を日常

の言語活動にも応用さ

せ、その姿勢を将来に生

かせるようにする。

・複数の資料の中か

ら、必要な内容を自

ら選択し、考察する

活動を意図的に設定

する。また、自分の意

見を他者に伝える時

間を作る。

・演習時間を確保し、

知識・技能の観点に

おおける学力の向上

がみられる。話し合い

や教え合いといった活

動を増やし、思考・判

断・表現の観点の向

上を目指す。

・自然の事物現象に

ついて深く考えたり、

今までの探究の過程

を振り返ったりする

対話的な活動を多く

設定していく。

・歌唱などの表現活動にお

いて、表現方法を自ら考え工

夫し、伝えることのできる力

を身に付けさせる。そのため

に、曲想記号や作曲者の想

いなど、意見交換を通してよ

り深く考える時間を取り入れ

たり、端末からの映像などを

活用し題材に興味をもたせ

る。

・自己の学習を振り返

り、自分の課題を見つけ

ることで学びに向かう力

を身に付けさせる。

・身に付けた知識を日常

の言語活動にも応用さ

せることで、思考力や表

現力を身に付けさせる。

・課題に沿って、自ら調

べたり、聞いたりしたこと

をまとめる作業を意図的

に設定する。

・話し合い活動を積極的

に行い、多角的な視点

を育成する。

・習熟度別少人数授業

の利点を生かし、個に応

じた指導や演習を実施

することができている

が、「思考・判断・表現

力」の観点の課題を解

決するため、演習時間の

確保を増やしていく。

・学ぶこと自体が楽

しいと感じている生

徒が少ない。導入や

発問を工夫し、身近

な事象と関連づけ、

課題設定や計画を個

人で行うなど主体性

を育んでいく。

・苦手意識から鑑賞活動、表現活

動ともに、楽しさを感じられない生

徒がいるので、興味のもてる教材

選びや具体的な説明を心掛け、振

り返りカードなどで自信をもたせ

る声掛けをする。

・表現活動において、表現方法を

自ら考え工夫し伝える力を身につ

けさせるために、意見交換を通し

て、より深く考える時間を取り入れ

る。

・タブレット端末を利

用し、作品の構想を

練ったり参考資料を

探したりすることで、

生徒自身のもつ完成

イメージを明確にし、

制作に活かす。

・ICT機器を活用し、

課題に応じた練習を

組み立てたり、生徒

同士で話し合いを行

いながら、技能を高

められる力を身に付

ける。

・生徒は、授業で端末を活用していない意識が高いので、教員は校内研修等でスキルを上げ、各教科、端末使用を最適化することが必要である。

・与えられた課題をこなすことができる生徒が大半であるが、自ら課題を発見したり、解決方法を模索することを苦手にしている生徒が多い。課題があったときに自ら考え実行

できる力の育成が必要である。

・話し合い活動（学習）等から、他者の意見を聞くことはできているが、発言された意見等について、深く考え結論まで行きつく生徒が少ないようである。自己肯定感や他者理解

を高める支援（指導）が必要である。

・生徒一人一人に、学習の意義を把握させ、授業で１人１台の端末を最適に活用しながら、生徒自ら学習改善が行える力の育
成と、他者理解のもと自分の意見を伝えられる力の育成の工夫

・生徒が理解しやす

いよう、手順の説明

を丁寧に行う。その

際にICT機器を活用

し、イメージしやすい

ように工夫する。

・ICT機器や映像や

画像の資料を活用

し、視覚的な支援を

行う。誰もが理解し、

自主的に行動できる

指導を行う。

・実物やICTを利用

した映像などの提示

により、基礎的な知

識・技能の理解と定

着を助け、課題に取

組む意欲につなげ

る。

・生徒が理解しやすい例

示を行うことで、自ら進

んで学習に向かう力を

身に付けさせる。

・各単元ごとに身に付け

た力を活用する場面を

意図的に設定し、学習に

対する達成感をもたせ

る。

・ＩＣＴを活用して、映

像や画像等の資料を

提示することでイメー

ジ化を図り、意欲を

高める。

・話し合い活動を積

極的に行う。

・習熟度別少人数授

業の利点を生かし、

一人一人の理解度を

把握すると同時に、

演習時間を確保し

て、基礎基本事項の

定着を図る。

・自然の事物・現象

に進んで関わる時間

をなるべく多く設定

し、実験観察の結果

から問題を見いだす

力を身に付けさせて

いく。

・音楽に興味をもち、学

ぼうとする気持ちの弱い

生徒が多く見られるの

で、興味をもてる教材選

び、絵や図、端末からの

映像を使用したわかり

やすい説明を心掛け、授

業への集中力を高める。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 数学 理科 音楽

・学習に対し、個人で努力する意識が高いが、みんなで学ぶ楽しさを感じている生徒が少ない。

・学習の動機において、マイナスの意識を持っている生徒が２～３割いる。また、「できない」と感じている、「や

らない」と回答した生徒が２～３割いる。イコールと言えないが、学習に対し工夫や改善が行われていない生徒

が２～３割いる。

・他者と考えを交流しながらの学習では、５割の生徒が、自分の思っている意見を言えていない（控えている）

ようである。また、４割の生徒が、他者の意見について深く考えることができていないようである。

・学年を増すことに、塾など家庭での学習に対する意識が高くなっている。

・数英の少人数および習熟度について生徒は、分かれて行うことに対し（「よい」「どちらかといえばよい」）９

２％である。また、成果（わかるようになる）ことに対して（「そう思う」「どちらかといえばそう思う）８２％である。

このことから数英の少人数および習熟度に期待を持っている生徒が多い。

活用した資料名及び分析結果
資料名 令和5年度 学校評価アンケート（前期）

本調査は、所属する生徒と、その保護者に対して

行った。授業については、自分で考えたり選んだり

する場面があると感じている生徒が全体の8割を占

めていることが分かった。また、授業のテーマを意識

し、学習に取り組んでいる生徒は約9割という結果

となり、主体的な学習の取り組みが促進されている

と分析される。

学力・学習状況調査の分析
・調査結果(東京都の平均正答率と比較)

　国語+5%、数学+7%、英語+8％

〔国語〕ほとんどの問題の正答率は高いが、自分の考えをまとめ

る問題については無解答率が上回っていた。

〔数学〕すべての問題の正答率は高いが、無解答率が10％を超

える問題が６問あった。

〔英語〕ほとんどの問題の正答率は高いが、自分の考えをまとめ

る問題については無解答率が高かった。

・学習状況の調査（東京都、全国との比較）

「１・２年生のときに受けた授業で、ICT機器を使用した頻度」が

東京都・全国と比べ極端に少なかった。

生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査の分析

・(東京都「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の

値と比較)

「学校に行くのは楽しい」+2.0％

「将来の夢や目標を持っている」＋3.9％

以上の結果から、中学校生活や将来について前向きに考

えていることがわかる。

・「学校の授業時間以外にICT機器を勉強のために使用

する」生徒は東京都・全国と比べ多いことがわかる。

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 生徒

の現状」に，まとめる。

③「２ 生徒の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 生徒の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 生徒の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 学校指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施


